
反応型分散染料による 道 明 美保子

絹の染色
1 はじめに

絹は天然繊推の中で唯―の長繊維であ り、その美

しい光沢や柔軟な肌ぎわ り、また吸湿性 保湿性に

優れているなどの特l■のために、古来より貴重な繊

維 としてその地位を占めてきた。 ところが、高機能

性の合成繊維の出現によってその需要は減少 してい

る。そこで、絹を新 しい素材 として使用する方法 と

して、原r繭 による差別イし 生糸加工による差別化

化学加工による改質 などが行われている。操糸技

術による差別化にはFlえ ば、合ll ttiltと の複合が挙

一方 このような繊維 としての展開とは,1に 、招

タンパクの特性 を生か し 新 にい素羽 としての他の

分野への適用が試みられてお り、一部実用化 もされ

ている。

`|え

ば 絹を溶液化 し 機能性食品 (シ ル

ク飲 II、 シルクゼ リー)と しての利用
′ 絹 フイル

ム 絹不織布への酵素の固定化`.、 生体適合性に

優れていることから人工皮膚、人T血 管などへの応

用 粉末にして化粧品として利用、絹フイルムの分

離膜 としての利用・
.‐

などが挙げられる。すなわ

ち 絹を新 しい素材 として新たな利用而を開拓する

研究は今後 さらに拡大の一逸をたどるものと考えら

また、染色性 という面から考えると 絹には 天

然染十、合成染rlを l.|わ ず、アニオン性 カテオン

性のほとんど全ての染 l・ lが染着するという特徴を持

つ。これは他の織推には見られない大きな特徴である。

相 を非イオンに染卜|を 用いて染色することは、実

繊維 (羊毛、木1,な ど,あ るいは合成繊維 (ボ リエ

ステル ナイロンなど)と の混紡や複金力`今後盛ん

になると推定 され 非イオン性染料による染色の必

要性が大 きくなると予想される。天然繊推 と合成機

維の混紡品の染色は通常二浴法で行われる・ 。 しか

し、薬品量の減少、省水、省エネルギーのためには

一浴法で染色することが望 ましい。一浴染色は絹/

が 'ヽ 捐/合 成繊維の場合は多 くの問題点があるた

合成繊維の染色においてよく用いられている分散

染十日ま通常、絹の染色にII用 されることはない。 し

ようになることが予想 される。実際に絹/`ヒ学繊維

の複合素lFの 染色において、淡色染めには分散染十!

般 に●t濯 堅ろう度が低い という欠 にがある。一方

反応染料には逆に洗濯堅ろう度が大 きいことをその

特 l・ rと している.そ こで、反応型分散染料に注目し、

化学構造の異なる反応型分散栞料を合成 し 絹に対

する吸尽並 びに日着挙動 と洗濯堅ろう度 を検討 し

た。次に 同 じ反応ll分散染料であつても 化学構

造の違いによって捐に対する染着挙r71が どのように

異なるかを検討 した。 さらに、絹/ポ リエステル

絹/ナ イロン6の 染色を試みた。

2 反応型分散染料の構造

反応型分散染料は水溶性■を持たない反応染料で

あ り、分散染llであって反FL基 を有するものという

染料母体はイヒ学構造別には大抵アゾまたはアント

ラキノン.‐ 相である。反応基 としてはモノおよびジ

ルエチルアミン エ ピクロルヒドリンなど多種類の

3 材料 と方法

絹布はカネボウ製平級 白布 (14日 付羽二重)を
非イオン界面活性斉Iノ イゲンHC(lg/1)で洗浄 し、

水洗後 乾燥 して用いた。ナイロン6(関西衣生活

研究会,実験用試験和 とボリエテル (帝 人製)は
8u℃ の温水で 30分 It浄 し 乾燥 して実験 に用いた。

2)染料

用いた反応型分散染料は、スルファ エヽチルスル

ホン.・ 礫 料 A)モ ノクロロ トリアジン系 礫 料

B)お よびツクロロ トリアジン系 (染料 C)と・lじ

本構造は同 じであるが、アミノ基に付いている置換

基が異なる 4種 の新 しい染ll(染 料 D.E.RC)の
7種類である。

栞HAは 住友イヒ学 Hlか ら ll与 されたものを用い

た。染ll Bと Cは 文献 `° … の方法に従つて合成

ルホニルアニ リンをジアゾイヒし、N,N― 二置換アニ

リンとカップリングさせて合成 して用いた。

これらの染IIの 化学構造 と分子量を Table lに 示



染*|に 少量のアセ トンを加え 湿潤 溶解 し 援

所定の時間栞色後、試料を取 り出し、未反rL染料

をメタノールで抽出した。染色絹および染色ナイロ

ンはそれぞれ塩化 カル シウム/水 /エ タノール

(1/8/2、 モル1ヒ )お よび 00%(V/V)ギ酸溶液を

用いて加熱溶解 し 室温にまで冷去,後 定容 した。そ

の溶腋を比色 して得た吸光度をもとに、日着染料量

を司算 した。吸尽染料量は日着染ll量に抽出された

染料量 (吸尽 されたが 反応は していない染料量 )

を加えて求めた。用いた反応型分散染料はポリエス

テルに対 して殆 ど固着が認められなかったので、ポ

リエステルの場合は残浴比色法により吸尽染料量の

みを決定 した。

染色した捐布の洗濯堅ろう度は」IS A-6号 に従つ

4 結果と考察

41 反応型分散染料による絹の染色

絹/合成繊維滉紡の一浴染色を行うためには 予

じめ絹との反応隆が大きい反応型分散染料を選ぶ必

要がある。

そこで、 3つのタイプの異なる反応型分散染オ|

噸̈嚇̈”
(染料 A,B,C)の絹に対する染着挙動 (吸尽およ

び固着)を調べた結果、次のようなことが明らかに

なつた。①染料Aは il pH8で 最大吸尽および最大
固着を示す。②染色速度は温度の上昇と共に早くな
る.0-般 に 染料Aの絹に対する固着は他の染
llBや Cの それより高い (Flg l)。 ④染料Bま約
pH6で最大吸尽を示し 回着は一般に低い。O染

水に対する溶解度、捐に対する染色速度、回着量、

日着事及び染色物の洗濯堅ろう度 (ヽble 2)な ど

総合的に判断すると、スルファトエチルスルホン系

反応型分散染llが絹の染色には最 も適 していると考
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ll分 散染料の染着

着挙動 鍛 尽と回着)力 ど`のように異なるかを、 4

社の新 しいスルファトエチルスルホン系反|し型分散

栞制を合成 して検言,し た。その結果、最 も疎水社の

染オIF(2111の メチル丼をもつ)の染色速度が故も

遼く、そして最も‖水性の人料 G(21Lの ヒドロキ

シエテル本をもつ)の それは最も遅かった(Fg2)。

染料 Fは 疎水性が強く、従つて水に対する溶llF●

料濃度が約 12× 10.molハ で玲ど一定となった

(Fig 3).栞 *IDと Eは アルキル■ (染*IDの 場

合はメチル基、染オIEの場合はエチル基)に よつ
Fし 3 Eictご cmce■ 1■loll of■c F on dyc uptよ oわ r■ k,

(● )e血 aЫ bn(o)flxabn

43 スルファトエチルス,レ ホン系反13型分敗染tl

による絹と合成繊Itの 同時米tの試み

用いた染半|は スルファト:Lチ ルスルホン系,え FL型

分故 l・ 料の中で 最も政水性のもの (21・ 利
「

)と

最も現 l ttの もの (染十G)である。

同浴で絹とポリコ1ス テルを染色した結果 こヤtら

の染tlは ポリエステルに1,し て玲ど染着しなかった

(rig 4 1'ig S)。 反応型分散来科 Fお よびCの
′H/サ イロン6に対 |る ス着量に及はす栞浴 pH

の影響を調べた結果をF壇 6賊 7に 示した。

った。また 吸尽量に対するl・l着量の割合がかなり

高い。pH6に おけるネHに対する両栞料の染着量は

で 1月 およびサイコンに対する反1さ 型分散染料 F
とGの 染色速度を pl16で 測定した。これらの反応

するそれと大きな差はなかった。このことは染着i

着壺と人

'濃
度の関liよ リイロンの場合とそれほど

6に対する最大染着量は約26× ]0'mo1/gで ある。
(o)D(□ )E{△ )■ (o)G
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以上のことより、 2種類のスルファトエチルスル

ホン系反応型分散染料 2種類を用い 絹とナイロン

が可能であることがわかったが 絹/ポ リエステル

については所期の目的を達成することが出来なかっ

5 おわりに

天/1繊維と合成繊維の Fu紡が増大すると予想され

る現在 この方面の研究が一層進展することを望ん

でいる。絹と合成繊維混紡特に絹とポリエステル混

紡については 更に新規の反応型分散染料が合成さ

れ、十分満足できる染色結果が得られることを期待

今日では染14は 合成染料が一般的になつてきてい



るが 天●1染料の持つ微t1/な 色合いの美 しさは人工

合成品では表現できないもの力`あり 現在 も工芸 ll・

巻 く地球 卜の環境が天スの姿か ら逸脱 して きた0
地球 卜の生物が共 Ij共 栄 してい くために政めて

自然を見直す必要があろうかと思う。大米栞料は従

る嗜。前述のように 天然繊維と合成執推の況材が

増大するとi想 される現在 天然染月による泥紡 il
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Comment
絹の特性と研究

木 村 光 雄

さらに、イ丼究面でも 綿繊維の産m力 ltの機維よ

り枢めて少ないことから これ迄は単に成分71同 じ

よ白質であるというだけで、,工の物ltが羊 4_と 司

言えす 人だ不明な点が多 く成されていることは確

網繊維の優れた物性に着 Hし 、衣rlと しての最 も童

の始 と全ての染料に対 して実用的な染着性を有する

ことを見||し た他多 くの知見を得て 約30報の学会

を成 しているものであって 合成繊維用の染料が適

絹が蚕城の吐出する繭糸から成っていることは同

知の通 りであるが、その紺に取って代るべ くして発

の摂理からしても絹繊維は極 く単itに 出来ている筈

である。事実 絹鞍維の微lm構造は羊モや木綿 と比

のは自然の力の大きさと言うべきであろう。

権階級だけのものであったんに 美 しい高嶺の花 と

して特別扱いされていたということにも原国があっ

て その優れた点に絹尾 自身も気が付かなかったと


